


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実践記録 言葉 スチャー 視線
魔法をかけてくださいっ
てトトロに頼もうか｡」
〔話：ｂ集：ｂ〕
数人の⑦Ｕ魔法をかけて
ください｡」
②（顔の前に手を合わせ
て）「みんなで頼もうね｡」
⑦園Ｕ魔法をかけてくだ
さい｡」（全員で元気よく、
真剣に）
〔活 ：ａ 集：ｂ〕
<10＞ 
<５〉
〔Ｃ 1〕
〔Ｃ－１〕（手を合わ
せる）
④④ 
2０ 柏倉弘和
わせが効果的な場合は、相乗的に子どもに伝える働
きが強くなることが認められた。
ｏジェスチャーや視線と合わせて分析することによっ
て、改めて、物語る言葉や解釈発問、推論発問、感
覚発問、勧誘等の子どもたちに語りかけたり考えさ
せる言葉が、子どもたちを引きつける上で有効であ
ることが確かめられた。
引用文献
1）前出「実践研究の構想（その２)」Ｐ､49
2）河野義章「授業者はいかなるジェスチャーを使う
か」（『日本教育心理学会第33回総会発表論文集』
１９９１Ｐ､583～584） 
3）同上Ｐ584
4）前出「実践研究の構想（その２)」Ｐ､４９
５）柏倉弘和「実践研究の構想」（『羽陽学園短期大学
紀要第６巻第３号』２００１Ｒ208）Ｖ、今後の課題
○もっと他の保育実践について、同じように実践者の
言葉とジェスチャー、視線を合わせて分析し、事例
を積み上げることによりこの方法の有効』性を検証し
ていきたい。
○ジェスチャーについて、実践者の言葉と一緒ではな
く、ジェスチャー単独でも分析を試みたい。
参考文献
･高垣マユミ『授業デザインの最前線理論と実践を
つなぐ知のコラボレーション』北大路書房２００５
.野嶋栄一郎『教育実践を記述する－教えること、学
ぶことの技法』金子書房２００２
．無藤隆･倉持清美『保育実践のフィールド心理学』
北大路書房２００３
註
註１．柏倉弘和「実践研究の構想（その２)」
園短期大学紀要第７巻第１号』２００３
５８） 
(『羽陽学
Ｐ，４７～ 
ＳＵＭＭＡＲＹ 
HirokozuKASHlKURA： 
AConcepionofoSfudyonProc↑ice(3) 
Thepurposeofthisstudyistoconsideramethodofanalyzingwhichwaspresentedonastudy1iAConceptionofa 
StudyonPractice(2)i'・
Ｔｈａｔｍｅｔｈｏｄｉｓｔｏｐａｙａｔｔｅｎｔｉｏｎｔｏａｎexpressionofateacher・
Asaconcretemethod,itwasexaminedtoanalyzeagestureandeyesofateacheronpracticetogetherwithhis 
express10n・
Thepracticewasanalyzedandexaminedbyit・
Inresult,itwasshownthatitiseffectivetoapplythismethod． 
(UyoGakuenCollege） 
－１８２－ 
